
 

「も っ す」通信 
２０１６年 中村亨「もっす」通信：NO．１７号 
連絡先：０２０-０８５３盛岡市下飯岡３－２２－１ 

TEL０１９－６５８－１１１１FAX０１９－６５８－０５０５ 

メールアドレス tohru．ｎｋ＠gmail．Coｍ 
 

中村とおる市議会活動報告 「所属会派・市政クラブ」発行２０１６年２月 

 

皆さん「こんにちは」２０１６年も２月に入りましたが、今年は希望郷

いわて国体・いわて大会が開催される年ですね。先月には冬季国体

スケート競技が開催され、２月にはスキー競技、９月４日から水泳競

技、１０月１日からの本大会、いわて大会へとつながれていきます。 

「もっす」通信をご覧頂いている皆様、市政に対する要望・意見等

がございましたらお気軽にお寄せください。 

１２月定例会での一般質問登壇状況

 
 １２月定例会は１２月３日～１２月２２日までの２０日間の会期で行

われ、私は１０日午後から登壇し一般質問を行いました。 

今回の定例会は、２７年度一般会計補正予算、盛岡市・玉山村新

市建設計画の変更について、４施設の指定管理者の指定など市長

提出議案について審議されました。 

平成２７年度盛岡市一般会計補正予算（第３号）についての主な

ものは、高齢者に対する特殊詐欺被害防止のための電話設置費、

子ども子育てに係る助成事業、農業経営基盤強化促進対策事業な

どに関する増額補正でありました。 

また、合併後１０年間、地域自治区としての玉山区が３月末をもっ

て設置期間を終了することから、関連する条例（改正含む）、盛岡市

と７市町との連携中枢都市圏の形成に係る連携協約の締結に関す

る協議など４０議案が可決されました。 

 

 

 

この議会活動報

告の作成に関す

る経費は、政務

活動費を充当し

ております。 

不妊治療助成の初

回費用倍増について

ピックアップ。 

政府は体外受精などの

不妊治療にかかる費用

の助成を１月２０日から

拡充しました。初回助成

の上限を現行の１５万

円から３０万円にするこ

とで治療を始めやすくす

るもの。２回目以降は１

５万円とし、夫が要因の

不妊にも対応するため

精子を採取する手術を

受けた場合には新たに

１回につき１５万円を上

乗せする。 



復興支援・財政運営・子育て支援など一括質問。 

  
 

総務常任委員会で先進

地視察で昨年国体が開

催された和歌山市を訪問

し、国体関連についての

説明をいただいた。 

和歌山市では国体のテニ

ス会場のためインドアコー

ト４面、センターコート２面

を含む砂入り人工芝コー

トが２０面ある大型テニス

コート施設を整備し、国体

後においては、指定管理

者としてミズノグループが

運営管理を行っている。 

 

呉市では、空き家対策に

ついて視察を行ってきまし

た。盛岡と同様に呉市に

おいても空き家バンク制

度を取り入れておりました

が、物件の写真をメインに

閲覧できるような工夫と登

録したい方は、担当者と

直接面談をし、売却金額

を決めているようで、土地

柄か？とても安価な金額

を設定しておりました。 

市内避難者への生活再建等の支援について 
   

復興推進取組方針の状況と成果について 
   

   

 

質
問 

来
年
度
も
沿
岸
被
災
自
治
体
に
お
い
て
は
、
復
興
へ
の
多
様
な
行
政
事
務
が
発
生
し
、

そ
れ
に
携
わ
る
職
員
数
が
不
足
す
る
状
況
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、
来
年
度
の
沿
岸
被
災

自
治
体
へ
の
派
遣
職
員
数
並
び
に
ど
の
よ
う
な
業
務
へ
の
派
遣
要
請
が
さ
れ
て
お
る
の
か
伺

い
ま
す
。
ま
た
、
「
東
日
本
大
震
災
に
係
る
盛
岡
市
復
興
の
推
進
の
取
組
方
針
（再
生
期
編
）」

の
４
つ
の
柱
、
「内
陸
避
難
者
支
援
」、
「沿
岸
被
災
地
後
方
支
援
」、
「経
済
の
牽
引
」、
「情
報
・

元
気
の
発
信
」に
つ
い
て
の
取
り
組
み
状
況
と
そ
の
成
果
に
つ
い
て
伺
う
。 

総
務
部
長
答
弁 

被
災
自
治
体
へ
の
職
員
派
遣
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
と
同
様
の
１
８
人
の
派

遣
要
請
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
派
遣
要
請
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
被
災
者
支
援
や
税
の
賦
課

徴
収
、
福
祉
関
係
業
務
や
商
工
業
へ
の
支
援
、
区
画
整
理
事
業
等
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
ま

す
。
次
に
４
つ
の
取
組
方
針
の
柱
に
つ
い
て
は
、
「
も
り
お
か
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

な
ど
、
避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
へ
の
見
守
り
や
生
活
相
談
な
ど
、
一
日
も
早
く
生
活
再
建
が

で
き
る
よ
う
、
き
め
細
や
か
な
支
援
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
「
復
興
支
援
学
生

寮
」
や
「
被
災
３
県
児
童
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
プ
」
な
ど
、
復
興
担
う
人
材
育
成
や
職
員
派
遣
な

ど
の
取
り
組
、
「
新
地
場
産
品
開
発
普
及
促
進
事
業
」及
び
「絆
・
デ
ザ
イ
ン
魅
力
創
造
事
業
」

な
ど
の
被
災
地
の
経
済
活
動
を
後
押
し
す
る
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
「情
報
・
元
気
の

発
信
の
取
組
」
に
つ
い
て
は
、
「
東
北
六
魂
祭
」
や
「
い
し
が
き
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
」
な

ど
復
興
応
援
イ
ベ
ン
ト
や
フ
リ
ー
マ
ガ
ジ
ン
の
発
行
等
復
興
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
情
報

発
信
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
被
災
さ
れ
た
方
々
や
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
事
業
を
機
動

的
に
復
興
推
進
の
目
的
に
沿
っ
た
役
割
を
果
し
て
い
る
も
の
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。 

質
問 

盛
岡
市
内
の
み
な
し
仮
設
住
宅
に
入
居
中

の
世
帯
主
等
の
方
か
ら
、
も
り
お
か
暮
ら
し
の
ア
ン

ケ
ー
ト
が
実
施
さ
れ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
み

な
し
住
宅
の
供
与
期
限
が
延
長
さ
れ
た
が
、
住
宅

再
建
へ
の
目
途
が
未
だ
立
た
な
い
状
況
に
、
不
安
を

感
じ
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
今
回
の
結

果
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
生
活
再
建
・
住
宅
再
建
へ

の
今
後
の
支
援
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
う
。 

市
長
答
弁 

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
市
内
に
避
難
さ

れ
て
い
る
方
々
が
一
日
も
早
く
生
活
再
建
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
お
一
人
お
ひ
と
り
の
事
情
に

応
じ
た
、
き
め
細
や
か
な
支
援
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
沿
岸
地
域
に
お
け
る
復
興
の
進
捗
状
況
な

ど
も
注
視
し
な
が
ら
、
柔
軟
に
支
援
を
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
も
の
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。
今
後
の

支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
と
さ
ら
に
緊
密
に

連
携
し
、
復
興
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
財

政
負
担
の
あ
り
方
を
協
議
・
要
望
す
る
と
と
も
に
、

復
興
段
階
に
応
じ
た
支
援
を
実
施
し
ま
す 

 



中期財政見通しと財政運営について 

 
大阪府八尾市では議会

運営委員会の視察とし

て、タブレット型携帯端末

を利用して議会資料閲覧

の導入などについてお聞

きしてまいりました。 

 
神奈川県藤沢市では議

会改革の取組、決算・予

算特別委員会における質

疑の事前報告など 

 
兵庫県宝塚市では、議会

報告会、意見交換会の実

施状況について、予算特

別員会の審査方法、委員

会審査における自由討議

（議員間討議）を導入し議

員同士で意見交換し議論

を深めることで、合意形成

に努めるということ。 

 
宝塚市は、宝塚歌劇団で

も有名ですが、手塚おさ

む記念館もあり、写真は

宝塚市の平和モニュメント

火の鳥の像の下段部分。 

 

   

財政調整基金、市債発行について 
   

質
問 

平
成
２
８
年
度
か
ら
３
２
年
度
ま
で
の
中
期
財
政
見
通
し
が
示
さ
れ
、
こ
の
中
に
お

け
る
市
税
に
つ
い
て
は
、
法
人
税
引
き
下
げ
に
伴
う
法
人
市
民
税
の
影
響
や
経
済
の
回
復

基
調
に
伴
う
設
備
投
資
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
ほ
ぼ
横
ば
い
の
市
税
収
入
を
見
込
ん
で
い

る
が
、
市
内
の
企
業
活
動
状
況
、
特
に
も
地
場
中
小
企
業
に
お
い
て
の
影
響
の
捉
え
方
、
地

方
交
付
税
に
お
い
て
は
、
合
併
市
町
村
へ
の
普
通
交
付
税
の
算
定
の
特
例
（
合
併
算
定
替
）

期
間
が
今
年
度
で
期
限
を
迎
え
、
来
年
度
か
ら
５
年
間
激
変
緩
和
期
間
と
し
て
段
階
的
に

減
額
が
行
わ
れ
、
平
成
３
２
年
時
点
で
は
平
成
２
７
年
度
と
比
較
し
て
２
０
億
円
の
減
額
を

見
込
ん
で
い
る
が
、
地
方
創
生
の
取
り
組
み
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業
費
」
に
関

し
て
は
、
今
回
の
財
政
見
通
し
で
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。 

財
政
部
長
答
弁 

平
成
２
６
年
度
の
法
人
市
民
税
の
税
率
の
引
き
下
げ
及
び
２
７
年
度
の

法
人
税
率
引
き
下
げ
に
よ
り
、
２
８
年
度
に
約
５
億
３
千
万
円
の
減
少
を
見
込
む
と
と
も

に
、
２
９
年
度
か
ら
ほ
ぼ
横
ば
い
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
円
安
や
原
油
価
格
の
低
下
に
よ

る
プ
ラ
ス
要
因
や
中
国
経
済
等
の
海
外
景
気
の
減
速
に
伴
う
マ
イ
ナ
ス
要
因
等
、
不
透
明

な
要
素
が
多
い
こ
と
か
ら
横
ば
い
と
し
て
お
り
ま
す
。
地
場
中
小
企
業
の
影
響
に
つ
い
て
は

景
気
の
動
向
で
大
き
く
左
右
す
る
も
の
で
あ
り
、
景
気
の
先
行
き
も
不
透
明
な
こ
と
か
ら

現
状
で
推
移
す
る
も
の
と
し
て
お
り
ま
す
。
創
生
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
の
報
道
発

表
に
よ
る
と
全
体
事
業
費
を
２
千
億
円
超
、
国
の
交
付
金
を
１
千
億
円
超
と
し
て
２
８
年

度
予
算
に
つ
い
て
要
求
中
で
あ
り
、
現
状
の
国
庫
補
助
金
総
額
の
範
囲
内
で
措
置
さ
れ
る

も
の
と
予
測
し
て
お
り
ま
す
が
、
中
期
財
政
見
通
し
で
は
見
込
ん
で
い
な
い
と
こ
ろ
で
す
。 

質
問 

平
成
３
２
年
度
ま
で
の
財
政
見
通
し
に
お
い
て
は
、
財

源
の
大
幅
な
不
足
が
見
込
ま
れ
る
結
果
と
な
り
、
財
政
調
整

基
金
の
活
用
を
見
込
ん
で
い
る
。
こ
の
間
、
財
政
収
支
に
お
い

て
は
黒
字
化
を
図
り
、
財
政
調
整
基
金
等
へ
の
積
み
増
し
を

図
っ
て
き
た
が
、
２
７
年
度
１
０
２
億
円
か
ら
、
２
８
，
２
９
年
度

は
２
０
億
円
ず
つ
、
３
０
年
度
か
ら
は
約
１
０
億
円
ず
つ
を
財

源
不
足
に
活
用
し
、
総
合
計
画
の
目
標
年
次
の
平
成
３
７
年

度
時
点
で
は
、
財
政
調
整
基
金
が
全
て
取
り
崩
さ
れ
る
状
況

が
伺
わ
れ
る
が
、
長
期
的
な
見
通
し
と
総
合
計
画
の
平
成
３

７
年
度
ま
で
の
１
０
年
間
に
お
い
て
の
新
規
市
債
発
行
額
は
、

臨
時
財
政
対
策
債
を
除
き
歳
入
総
額
の
８
％
以
内
の
借
入
を

堅
持
で
き
る
の
か
、
見
解
を
伺
う
。 

財
政
部
長
答
弁 

財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
は
、
毎
年
度
の
財

政
運
営
に
つ
い
て
出
来
る
限
り
抑
制
す
る
と
と
も
に
決
算
で

生
じ
る
繰
越
金
を
補
正
財
源
に
活
用
す
る
な
ど
残
高
を
確
保

し
て
ま
い
り
た
い
。
ま
た
、
総
合
計
画
の
目
標
年
次
で
あ
る
３

７
年
度
ま
で
の
市
債
発
行
額
に
つ
い
て
は
、
３
３
年
度
以
降
に

お
い
て
の
普
通
建
設
事
業
費
は
、
縮
減
す
る
見
通
し
で
あ
り

８
％
以
内
で
推
移
す
る
も
の
と
想
定
し
て
お
り
ま
す
。 



 
昼食時間に手塚おさむ記

念館を見学いたしました。

上記写真はブラックジャッ

クです。 

 
手塚おさむ記念館は宝塚

市の所有ですが、館の運

営は指定管理者に担って

頂いておりました。 

 

１２月定例会での私の他

の質問項目について        

市職員の来年度の組織

体制やこの５年間におけ

る時間外勤務の状況や

休暇の取得状況を聞き、

その時間外勤務の縮減

措置や改善について、職

員のストレス検査の状

況、人事院・県人事委員

会の引き上げ勧告を受け

ての市としてのスタンスに

ついて質問をしました。 

また、地域経済の活性化

における、プレミアム付商

品券の販売とその対応は

どうであったのか。消費喚

起効果がどのように盛岡

市の地域経済の活性化

に結び付いたのかを質問

し、プレミアム付き商品券

の販売に対する市民から

の意見は「平日の販売や

販売ヵ所が中心部のみで

不公平」、「整理券を配布

して欲しい」との意見が寄

せられたようです。 

少子化対策と子育て支援について 
   

空き家対策と有効活用について 
質
問 

３
月
に
計
画
期
間
を
５
年
と
す
る
盛
岡
市
空
き
家
等
対
策
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
特
定
空
き
家
等
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
空
家
等
対
策

の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
や
盛
岡
市
空
き
家
等
の
適
正
に
関
す
る
条
例
を

運
用
し
、
対
策
を
講
じ
て
い
く
わ
け
で
あ
る
が
、
今
後
策
定
さ
れ
る
盛
岡
市
空
き

家
等
対
策
計
画
に
お
け
る
「
空
き
家
等
の
有
効
活
用
」
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
高
齢

化
率
が
高
い
団
地
・
地
域
等
の
空
き
家
に
、
若
い
世
帯
が
住
む
際
の
リ
ホ
ー
ム
補

助
や
賃
貸
す
る
場
合
の
家
賃
補
助
、
子
育
て
支
援
に
お
け
る
子
育
て
世
帯
の
住
み

替
え
を
促
進
す
る
た
め
に
行
う
補
助
な
ど
、
子
育
て
支
援
の
拡
充
や
地
域
の
活
性

化
、
町
内
会
の
担
い
手
確
保
に
も
つ
な
が
る
事
業
も
盛
り
込
む
べ
き
と
考
え
る
が

見
解
を
伺
う
。 

都
市
整
備
部
長
答
弁 

計
画
に
は
、
空
き
家
を
公
共
的
施
設
と
し
て
活
用
す
る
場

合
の
支
援
策
と
し
て
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
登
録
物
件
に
つ
い
て
、
地
域
の
公
民

館
・
集
会
所
、
地
域
交
流
サ
ロ
ン
、
子
育
て
支
援
施
設
な
ど
、
地
域
の
施
設
等
と
し

て
利
用
す
る
場
合
の
支
援
策
と
し
て
盛
り
込
む
方
向
で
作
業
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
総
合
戦
略
に
お
い
て
も
子
育
て
世
代
の
住
み
替
え
に
よ
る
住
環
境
の
改
善
を

図
る
こ
と
や
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
空
き
家
に
若
い
世
帯
が
住
む
際
の
リ
ホ
ー

ム
補
助
や
賃
貸
す
る
場
合
の
家
賃
補
助
、
子
育
て
世
帯
の
住
み
替
え
を
促
進
す
る

た
め
の
補
助
な
ど
は
、
子
育
て
支
援
や
地
域
の
活
性
化
な
ど
に
有
効
で
あ
り
、
今

後
の
国
の
補
助
や
地
方
交
付
税
な
ど
も
捉
え
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。 

 

質
問 

今
後
の
少
子
化
対
策
や
子
育
て
支
援
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
幼
児
か
ら
の
教
育
政
策
や
社
会
保
障
制
度
、
住
宅
政
策
な
ど
抜
本

的
な
転
換
を
図
っ
て
行
く
べ
き
と
思
う
が
、
市
長
が
公
約
と
し
て
あ
げ
た

子
ど
も
の
医
療
助
成
制
度
の
拡
充
を
は
じ
め
、
第
２
子
の
壁
の
打
破
に

向
け
て
の
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
策
の
充
実
、
第
３
子
以
降
の
保

育
料
無
料
化
を
行
う
な
ど
、
多
子
世
帯
に
対
す
る
経
済
的
負
担
軽
減
を

図
る
な
ど
、
少
子
化
の
厳
し
い
現
状
を
抜
本
的
に
改
善
す
る
た
め
、
新

た
な
支
援
の
仕
組
み
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
来
年
度
か
ら
の
新

た
な
事
業
展
開
を
含
め
、
今
後
の
具
体
的
方
針
を
伺
う
。 

市
長
答
弁 

市
総
合
計
画
の
「
子
育
て
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
と
も
に
、

個
別
計
画
で
あ
る
「
盛
岡
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
及
び

「
盛
岡
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
世
総
合
戦
略
」
に
お
い
て
、
少
子
化
対

策
や
子
育
て
支
援
に
係
る
、
基
本
的
な
方
針
、
特
に
も
、
待
機
児
童
の
解

消
、
保
育
環
境
の
改
善
、
保
育
所
・
幼
稚
園
の
保
育
料
の
軽
減
や
妊
産

婦
・
乳
幼
児
・
小
学
生
へ
の
医
療
助
成
な
ど
を
通
じ
て
、
子
ど
も
の
健
全

な
成
長
を
後
押
し
し
、
子
育
て
の
支
援
を
充
実
し
て
参
り
た
い
。
２
８
年

度
に
は
、
（
仮
称
）
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
新
た
に
設
置

し
、
小
学
生
の
医
療
費
助
成
を
通
院
ま
で
拡
充
す
る
ほ
か
、
中
学
生
ま

で
の
対
象
拡
大
に
早
期
の
実
現
、
子
育
て
支
援
充
実
に
努
め
た
い
。 


